
市 議 会 だ よ り 第２４３号（3） 2020年（令和２年）５月９日

　２月定例会では、８つの会派が代表質問を行いました。代表質問を行った会派の名称、発

言順及び発言時間は次のとおりです。

　公明党（180分）、創生市川（165分）、無所属の会（150分）、日本共産党（135分）、緑風会

第１（120 分）、自由民主党（120 分）、市民の声を届ける会（105 分）、緑風会第２（105 分）

※発言時間は、答弁を含め、会派の均等割り時間 60 分に所属議員数×15 分を加えた時間です。

答　
本
事
業
は
、
就
労
指
導
を

必
要
と
し
な
い
高
齢
者
世
帯
を

訪
問
し
、
健
康
や
生
活
状
態
等

の
見
守
り
を
行
う
も
の
で
、
初

年
度
は
市
内
の
高
齢
者
世
帯
約

３
０
０
０
世
帯
の
う
ち
、
モ
デ

ル
地
区
の
約
６
０
０
世
帯
を
対

象
に
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

現
在
、
高
齢
者
世
帯
へ
の
訪
問

は
平
均
で
年
３
回
程
度
だ
が
、

委
託
化
に
よ
り
年
間
最
大
12
回

の
訪
問
が
可
能
と
な
り
、
熱
中

症
や
孤
独
死
の
発
生
防
止
に
有

効
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
委
託
化
に
よ
り
市
担
当
職

員
が
65
歳
未
満
の
就
労
可
能
な

受
給
者
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
ク
に
時

間
を
割
く
こ
と
が
で
き
、
自
立

支
援
の
取
り
組
み
が
一
層
強
化

さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

口
の
セ
ン
タ
ー
の
混
雑
緩
和
等

が
図
ら
れ
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
資
す
る
と
考
え
て
い
る
。

に
配
布
す
る
に
当
た
り
、
市
が

重
視
す
る
点
は
何
か
。

答　
新
し
い
水
害
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
で
は
、
避
難
情
報
等
の
確

認
方
法
、
備
蓄
や
適
切
な
避
難

方
法
、
家
族
分
の
避
難
行
動
の

作
成
方
法
、
本
市
の
水
害
特
性

等
を
記
載
し
た
「
冊
子
」
と
、

避
難
所
等
を
示
し
た
「
マ
ッ

プ
」
を
合
わ
せ
た
形
に
変
更
し
、

市
民
が
よ
り
安
全
に
避
難
で
き

る
よ
う
見
直
し
を
図
っ
て
い
る
。

ま
た
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
配

布
に
際
し
て
最
も
重
要
な
点
は
、

市
民
が
自
ら
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
入
手
し
、
内
容
を
確
認
す
る

と
い
っ
た
「
気
づ
き
」
を
持
っ

て
も
ら
う
こ
と
と
考
え
て
お
り
、

市
と
し
て
は
、
市
民
に
「
気
づ

き
」
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
周
知
方
法

を
工
夫
し
て
い
く
。

は
、
毎
年
プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
ー

よ
り
見
積
り
を
徴
取
し
、
把
握

に
努
め
て
い
る
が
、
建
設
需
要

の
増
加
や
建
設
業
界
に
お
け
る

人
手
不
足
等
に
よ
り
建
設
費
の

下
落
は
見
ら
れ
な
い
状
況
で
あ

る
。
一
方
、
令
和
元
年
に
実
施

し
た
精
密
機
能
検
査
で
は
著
し

い
老
朽
化
や
大
き
な
損
傷
と
い

っ
た
喫
緊
の
課
題
は
見
受
け
ら

れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
プ
ラ
ン

ト
メ
ー
カ
ー
と
協
議
し
２
０
２

８
年
度
ま
で
稼
働
期
間
を
延
長

で
き
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

　

建
て
替
え
時
期
に
つ
い
て
は
、

建
設
費
の
動
向
と
施
設
の
老
朽

化
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
た
上

で
決
定
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

策
等
、
既
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念

に
通
ず
る
取
り
組
み
を
実
施
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
し

か
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
市

民
の
認
知
度
は
ま
だ
ま
だ
高
い

と
は
言
い
難
い
状
況
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
認
知
度
の
向
上
に
向

け
た
市
の
認
識
に
つ
い
て
問
う
。

答　
市
が
独
自
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

認
知
度
に
関
す
る
調
査
を
行
っ

た
こ
と
は
な
い
が
、
新
聞
社
が

東
京
都
や
神
奈
川
県
在
住
の
15

歳
か
ら
69
歳
の
男
女
３
０
０
０

人
を
対
象
と
し
た
調
査
で
は
、

調
査
の
た
び
に
認
知
度
の
上
昇
、

特
に
若
年
層
の
伸
び
率
が
大
き

く
な
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
も
の

の
、
認
知
度
自
体
は
依
然
と
し

て
低
い
状
況
に
あ
る
。
こ
の
た

め
、
市
と
し
て
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
機
運
醸
成
を
図
る
こ
と
が
当

面
の
課
題
と
認
識
し
て
お
り
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
へ
の
応
募

や
市
民
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
心
を

持
て
る
よ
う
な
仕
組
み
作
り
を

行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

見
積
り
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

最
新
技
術
を
活
用
し
た
実
証
事

業
等
に
つ
い
て
は
、
国
や
他
の

自
治
体
の
事
例
等
を
参
考
に
積

算
を
行
っ
て
い
る
。
加
え
て
、

民
間
で
の
経
験
や
専
門
知
識
を

有
す
る
情
報
シ
ス
テ
ム
調
達
専

門
員
及
び
財
政
担
当
部
門
の
職

員
が
、
費
用
対
効
果
の
面
か
ら

積
算
の
妥
当
性
を
審
査
し
た
上

で
、
予
算
に
計
上
し
て
い
る
。

の
約
３
分
の
１
の
市
民
が
居
住

し
て
い
る
が
、
同
地
域
の
市
民

が
パ
ス
ポ
ー
ト
を
申
請
す
る
に

は
、
市
川
駅
南
口
や
浦
安
市
役

所
の
窓
口
ま
で
行
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
ま
た
、
市
川
駅
南

口
の
セ
ン
タ
ー
は
、
利
用
者
が

増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
に
加
え
、

２
年
９
月
末
に
船
橋
駅
前
の
パ

ス
ポ
ー
ト
受
取
専
用
窓
口
が
終

了
す
る
こ
と
で
、
更
な
る
利
用

者
の
増
加
と
混
雑
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
東

西
線
妙
典
駅
前
の
イ
オ
ン
市
川

妙
典
店
内
に
セ
ン
タ
ー
を
新
設

す
る
こ
と
で
、
行
徳
地
域
の
市

民
の
利
便
性
向
上
と
市
川
駅
南

クリーンセンター

パスポートセンターが新設される予定のイオン市川妙典店
左上：市川駅行政サービスセンター内のパスポートセンター

生
活
保
護
受
給
者

へ

の

支

援

ハ
ザ
ー
ド

マ

ッ

プ

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

認

知

度

新
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー

Ｄ
Ｘ
関
連
事
業

新
第
１
庁
舎

の

整

備

パ
ス
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
の
増
設

問　
生
活
保
護
受
給
者
の
約
半

数
を
占
め
、
今
後
も
増
加
が
見

込
ま
れ
る
高
齢
の
受
給
者
を
支

援
す
る
た
め
、
市
は
令
和
２
年

度
よ
り
、
生
活
保
護
受
給
者
訪

問
等
支
援
事
業
と
し
て
、
就
労

指
導
を
必
要
と
し
な
い
高
齢
者

世
帯
へ
の
訪
問
等
ケ
ー
ス
ワ
ー

ク
業
務
の
一
部
を
委
託
し
て
い

く
と
い
う
。
本
事
業
の
初
年
度

に
お
け
る
実
施
内
容
、
及
び
本

事
業
の
実
施
に
よ
り
見
込
ん
で

い
る
効
果
に
つ
い
て
問
う
。

問　
令
和
元
年
の
台
風
15
号
等

に
よ
り
、
本
市
で
も
家
屋
の
損

壊
や
農
作
物
へ
の
被
害
が
発
生

し
た
。
市
は
現
在
発
行
し
て
い

る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
刷
新
す

る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
刷
新

の
具
体
的
な
内
容
を
問
う
。
ま

た
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
市
民

問　
現
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
、

竣
工
か
ら
25
年
が
経
過
し
て
お

り
、
延
命
化
工
事
を
実
施
し
た

上
で
稼
働
し
て
い
る
。
老
朽
化

に
よ
る
故
障
等
を
防
ぐ
た
め
に

も
早
急
な
建
て
替
え
が
必
要
で

あ
る
が
、
現
在
は
建
設
費
の
高

騰
等
に
よ
り
建
て
替
え
を
延
期

し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
建
て
替
え
時

期
に
つ
い
て
市
の
認
識
を
問
う
。

答　
建
設
費
の
動
向
に
つ
い
て

問　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
２
０
３
０
年

ま
で
に
持
続
可
能
な
世
界
を
目

指
す
た
め
の
国
際
目
標
で
あ
り
、

本
市
で
は
環
境
施
策
や
保
健
施

問　
近
年
、
世
界
中
の
様
々
な

分
野
で
Ｉ
Ｔ
化
が
急
速
に
進
展

し
て
お
り
、
市
役
所
の
業
務
に

お
い
て
も
こ
れ
に
対
応
し
て
い

く
こ
と
は
必
須
で
あ
る
と
考
え

る
。
本
市
で
は
市
長
の
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
の
下
、
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ

タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ

ョ
ン
）
関
連
事
業
に
特
に
力
を

入
れ
、
令
和
２
年
度
当
初
予
算

に
も
多
額
の
予
算
を
計
上
し
て

い
る
。
そ
こ
で
、
予
算
計
上
に

向
け
た
積
算
の
妥
当
性
は
ど
の

よ
う
に
確
保
し
て
い
る
の
か
。

答　
新
年
度
の
Ｄ
Ｘ
関
連
予
算

の
計
上
に
際
し
て
は
、
市
公
式

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
で
情
報
提
供
依

頼
を
行
い
、
複
数
の
企
業
か
ら
、

本
市
が
求
め
る
手
法
や
費
用
に

関
す
る
情
報
を
取
得
し
た
上
で

問　
市
は
、
新
第
１
庁
舎
の
整

備
に
つ
い
て
、
１
階
と
２
階
を

結
ぶ
中
央
階
段
の
追
加
設
置
工

事
は
行
う
も
の
の
、
４
階
か
ら

７
階
に
配
置
予
定
の
部
署
に
限

り
、
当
初
の
予
定
通
り
令
和
２

年
８
月
に
開
庁
す
る
方
針
を
新

た
に
打
ち
出
し
た
。
そ
の
理
由

及
び
開
庁
予
定
日
を
問
う
。
ま

た
、
部
分
開
庁
で
は
市
民
の
混

乱
を
招
く
お
そ
れ
が
あ
る
と
考

え
る
が
、
市
の
認
識
は
ど
う
か
。

答　
部
分
開
庁
と
し
た
理
由
は
、

元
年
12
月
定
例
会
の
決
議
を
重

く
受
け
止
め
た
た
め
で
あ
り
、

８
月
下
旬
に
開
庁
す
る
方
針
で

あ
る
。
開
庁
式
典
は
８
月
25
日

を
予
定
し
て
お
り
、
こ
の
日
は

新
し
い
こ
と
を
始
め
る
の
に
良

い
と
さ
れ
る
「
一
粒
万
倍
日
」

で
あ
る
こ
と
等
か
ら
、
今
後
50

年
以
上
使
用
す
る
庁
舎
の
開
庁

日
に
ふ
さ
わ
し
い
日
程
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
部
分
開
庁
の

課
題
は
、
新
第
１
庁
舎
と
新
第

２
庁
舎
に
窓
口
が
分
散
す
る
こ

と
で
、
市
民
が
ど
ち
ら
の
庁
舎

へ
行
け
ば
よ
い
の
か
わ
か
り
に

く
く
な
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

そ
の
た
め
、
市
公
式
Ｗ
ｅ
ｂ
サ

イ
ト
等
を
活
用
し
、
市
民
に
対

し
丁
寧
な
周
知
に
努
め
て
い
く
。

問　
市
は
、
市
内
２
カ
所
目
と

な
る
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を

妙
典
地
区
に
開
設
す
る
た
め
、

令
和
２
年
度
よ
り
準
備
を
進
め

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
現
在
、

交
通
等
の
利
便
性
が
高
い
Ｊ
Ｒ

市
川
駅
南
口
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
内
に
パ
ス
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、

市
内
に
セ
ン
タ
ー
を
増
設
す
る

こ
と
と
し
た
理
由
及
び
見
込
ま

れ
る
効
果
に
つ
い
て
問
う
。

答　
行
徳
地
域
に
は
本
市
人
口

創

生

市

川

金〔
総
括
質
問
者
〕

子
　
　
正

国〔
補
足
質
問
者
〕

松
ひ
ろ
き

石
原
た
か
ゆ
き

稲
葉
　
健
二

加
藤
　
武
央

松
永
　
修
巳

岩
井
　
清
郎

市
民
の
声
を
届
け
る
会

か〔
総
括
質
問
者
〕

つ
ま
た
竜
大

中
町
　
け
い

つ
ち
や
正
順


